
                      　政府が近年掲げてきた経済社会改革の基本方針に関する次の記述のうち妥当
なのはどれか。
１．労働市場改革として，定められた職務内容に人材を割り当てるジョブ型雇用から

職務・勤務地の限定のないメンバーシップ型雇用への移行を企業に促し，企業内
の労働移動を活発にするという方針を掲げた。

２．グリーントランスフォーメーション（GX）の一環として，化石エネルギーを削減
して原子力の主力電源化を進めるという方針を掲げ，２０３０ 年度には発電電力量
の電源構成に占める原子力の割合を ５０ ％以上にすることを目標とした。

３．少子化対策として，児童手当を拡充するとともに，世帯年収や扶養する子どもの
数にかかわらず大学等の授業料を ２０２５ 年から無償にすることが決まった。その
財源は消費税や法人税の税率を引き上げることによって確保することとした。

４．女性活躍のための取組を強化する方針が掲げられた。女性の年齢階級別の正規雇
用比率を折れ線グラフで表すと，２０ ～ ５０ 歳代まで約 ６０ ％でほとんど変わらず台
形に近い形であるが，男性よりは低いため，この差を解消することを目標とした。

５．地域の活性化策として，デジタル田園都市国家構想が掲げられた。これは，デジ
タル技術を活用して，人口減少など地方の社会課題の解決を目指すものであり，
国はデジタル基盤の整備など地方のデジタル実装の下支えを行うこととした。
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                      　日本の労働事情に関する次の記述ア～オのうちには妥当なものが二つある。
それらはどれか。
ア．完全失業率（年平均）について見ると，２０１９ ～ ２０２２ 年の間で上昇し続けており，
２０２２ 年には５％を超えた。

イ．雇用形態別雇用者数について見ると，２０１９ ～ ２０２２ 年の間で，正規雇用労働者数は
減少し続けたが，非正規雇用労働者数は増加し続けた。

ウ．産業別雇用者数について前年と比べた増減を見ると，「宿泊業，飲食サービス業」
の雇用者数は，２０２１ 年には減少したが ２０２２ 年には増加に転じた。「情報通信業」の
雇用者数は，２０２１ 年，２０２２ 年ともに増加した。

エ．雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った，いわゆる就職氷河期世代とは，おおむ
ね ２００５ 年から ２０１５ 年に学校卒業期を迎えた世代をいい，この世代の活躍促進に向
けた支援が進められている。

オ．トラック，バス，タクシーなどの自動車運転の業務は，働き方改革における時間外
労働の上限規制の適用猶予業務とされてきたが，２０２４ 年４月からは時間外労働の
上限規制が適用された。

１．ア，イ
２．ア，エ
３．イ，オ
４．ウ，エ
５．ウ，オ

問２



〔№　４２〕　Ａ～Ｄの４人が喫茶店に入り，各人が，お菓子をチーズケーキ，シューク
リーム，アップルパイの３種類のうちから１種類又は２種類選び，更に飲み物を紅茶，
コーヒーの２種類のうちから１種類選んで注文した。これに関して次のことが分かって
いるとき正しく言えるのはどれか。
・アップルパイを注文した人は２人であり，２人とも紅茶を注文した。
・Ａは２種類のお菓子とコーヒーを注文した。
・Ｂは，Ａと同じお菓子は注文しなかった。
・ＣとＤは同じ飲み物を注文した。
・Ｄはお菓子を１種類だけ注文したが，それはシュークリームではなかった。
・３人が注文したお菓子があった。

１．シュークリームを注文したのは１人だった。
２．コーヒーを注文したのは２人だった。
３．Ｂはチーズケーキを注文した。
４．Ｃはシュークリームを注文した。
５．Ｄはアップルパイを注文した。

問３



            　高齢者をめぐる日本の現状に関する次の記述ア～オのうちには妥当なものが
二つある。それらはどれか。
ア．平均寿命は，男性も女性も近年 ７０ 代後半で推移しており，女性の方が男性よりも
長い。

イ．公的老齢年金では，原則として ６５ 歳から年金を受給できるが，希望すれば一定の年
齢の範囲内で受給開始時期を選択できる，年金の繰上げ・繰下げ受給の制度がある。

ウ．原則 ７５ 歳以上の高齢者を対象とした後期高齢者医療では，医療費の窓口負担割合
が所得にかかわらず３割であったが，近年，所得にかかわらず１割に引き下げられ
た。

エ．６５ 歳以上の者における，公的介護保険制度の要介護又は要支援の認定者数は，近
年減少傾向にある。

オ．自動車等の運転免許証の更新期間が満了する日に年齢が一定以上の高齢者は，運転
免許証を更新するに当たり，高齢者講習の受講や認知機能検査の受検が義務付けら
れている。

１．ア，ウ
２．ア，オ
３．イ，エ
４．イ，オ
５．ウ，エ

問４



次のグラフ A～ Dは，コーヒー豆，サトウキビ，茶葉，バナナの２ ０２１ 年に
おける生産量の国別の割合（上位５か国）を示したものである。グラフと品目を正しく
組み合わせているのはどれか。

 　A  　B  　C   　D
１．コーヒー豆 サトウキビ　　バナナ 茶葉
２．コーヒー豆 茶葉 バナナ サトウキビ
３．コーヒー豆 バナナ サトウキビ　　茶葉
４．バナナ コーヒー豆　　サトウキビ　　茶葉
５．バナナ コーヒー豆　　茶葉 サトウキビ

ブラジル
30％

ブラジル
6％

ブラジル
39％

ベトナム
19％

インドネシア
8％

インドネシア
7％

コロンビア
6％

エクアドル
5％

スリランカ
5％

エチオピア
5％

パキスタン
5％

その他
32％

その他
46％

その他
14％

その他
24％

インド
22％

インド
27％

インド
19％

ケニア
8％

トルコ
5％

中国
6％

タイ
4％

中国
9％

中国
49％

A B

C D
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